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研究成果の概要（和文）：平成22年国民生活基礎調査のデータの解析により重度の心理的苦痛を抱える者はそう
でない者と比較して、過去1年間に大腸・胃・肺がん検診を受診した者が有意に少ないことが明らかになった。
また同じデータの解析により、男女共に重度の心理的苦痛を有する者で現在喫煙している者が有意に多いことが
明らかとなった。さらに平成19、22、25、28年のデータを解析し、重度の心理的苦痛の有無によるがん検診受診
率の差が経時的にそのままであることを示した。喫煙率については、男性では平成19年時点で生じていた重度の
心理的苦痛の有無による喫煙率の差が経時的に無くなり、一方女性では喫煙率の差がそのままであることが明ら
かとなった。

研究成果の概要（英文）：Our analysis of data from the 2010 Comprehensive Survey of Living Conditions
 of Japan showed that individuals with serious psychological distress (SPD) were less likely to 
participate in screening for colorectal gastric, and lung cancers than those without SPD. Another 
analysis of the same data showed that more men and women with SPD were current smoker. Furthermore, 
we analyzed data from 2007, 2010, 2013, and 2016, and showed that the differences in cancer 
screening rates between those with and without SPD remained unchanged over time. As for the smoking 
rate, the difference in the smoking rate between men with and without severe psychological distress,
 that had occurred in 2007, disappeared over time. On the other hand, the difference in smoking 
rates among women remained unchanged. 

研究分野：精神腫瘍学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題により、メンタルヘルス上の問題を抱える人々のがん検診受診率、喫煙率に格差が生じており、また
経時的にその改善がほとんど得られていないことが明らかとなった。メンタルヘルス上の問題を抱える人々は、
健康施策を平等に享受できていないことが示唆され、わが国の公衆衛生上の重要な課題を示した。今後はこの格
差を是正するために有効な介入法の開発が必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 メンタルヘルス上の問題（大うつ病や不安障害などの心理的苦痛）を抱える人々の死亡リスク
が高いことは海外の大規模コホート研究等から明らかとなっている[Russ TC, BMJ 2012]。その
原因として、自殺死亡リスクの高さに加えて、自然死のリスクも一般人口と比較して高いことが
報告されている。心理的苦痛を抱える人々は、食事、運動、飲酒、喫煙といった生活習慣の問題
を抱えやすいことに加えて、メンタルヘルス上の問題が健診及び検診受診行動などの様々な健
康関連行動へ負の影響を及ぼし、死亡リスクが増大すると考えられている。 
 海外のがん検診受診行動についての研究によると、気分障害や不安障害、K6 で評価された心
理的苦痛の存在は、マンモグラフィによる乳がん検診受診行動の阻害要因であることが示され
ている[Vigod SN, 2011; Okoro CA, 2014; Xiang X, 2015]。一方で、他のがん種に関しては研
究によって結果は異なっている。わが国は諸外国と比較してがん検診受診率の低さが問題とな
っており、地域や職域において受診勧奨などの様々な取り組みがなされている。しかしながら、
我が国における心理的苦痛を抱える人々のがん検診受診行動の実態はほとんどわかっておらず、
精神保健福祉に関わる医療関係者の間でも関心が低いのが現状である。 
 また、心理的苦痛を抱える人々は、高い喫煙率を示し、かつ喫煙者ではヘビースモーカーが多
いことが主として欧米の研究で示されている[Grant BF, Arch Gen Psychiatry 2004]。高い喫
煙率、喫煙量の多さは、心血管疾患、呼吸器疾患、がん等の増加に関連し、死亡率上昇につなが
る。また、心理的苦痛を抱えている場合、そうでない者と比べて禁煙する率が低く、禁煙治療も
困難であると言われており、精神的に健康な一般集団とは異なった対策や介入を要するかもし
れない[Lasser K, JAMA 2000]。欧米とは文化が異なるアジア圏においては、メンタルヘルス上
の問題を抱えている人々の禁煙状況についての知見が不足している。 
 
 
２．研究の目的 
目的１：メンタルヘルス上の問題を抱える人々の各種がん検診受診率を明らかとする。また、
その受診率と関連する人口動態的要因、社会経済的要因を明らかとする。 
 
目的２：メンタルヘルス上の問題を抱える人々の喫煙率等の喫煙状況を明らかとする。また、
その禁煙状況と関連する人口動態的要因・社会経済的要因を明らかとする。 
 
目的３：重度の心理的苦痛の有無による、がん検診受診率・喫煙率の経時的変化の違いを明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
方法 1：統計法第 36 条に基づき、厚生労働省から平成 22 年国民生活基礎調査の匿名データ（N
＝93,730）の提供を受けて、K6によって評価した重度の心理的苦痛（K6スコアが 13 点以上）と
過去 1年間の大腸・胃・肺がん検診受診、過去 2年間の乳・子宮頸がん検診受診との関連を横断
研究デザインにて調査した。 
 
方法 2：統計法第 36 条に基づき、厚生労働省から平成 22 年国民生活基礎調査の匿名データ（N
＝93,730）の提供を受けて、K6によって評価した重度の心理的苦痛（K6スコアが 13 点以上）と
現在喫煙の有無との関連を横断研究デザインにて調査した。 
 
方法 3：統計法第 33条に基づいて、厚生労働省から平成 19、22、25、28 年の国民生活基礎調査
の調査票情報の提供を受けた。K6 によって評価した重度の心理的苦痛（K6 スコアが 13 点以上）
の有無別に、がん検診受診率の経時的変化、喫煙率の経時的変化を解析した。 
 
４．研究成果 
成果 1：重度の心理的苦痛を抱える者はそうでない者と比較して、過去 1年間に大腸・胃・肺が
ん検診を受診した者が有意に少なかった[Fujiwara M, Cancer 2018]。また、教育歴、婚姻状況、
就労状況によって心理的苦痛とがん検診受診との関連に違いがあるかを解析したところ、教育
歴が有意な修飾効果を有し、教育年数が相対的に短い場合に、重度の心理的苦痛ががん検診未受
診と関連した。 
 
成果 2：男女共に、重度の心理的苦痛を有する者で現在喫煙している者が有意に多かった
[Fujiwara M, J affect disord 2018]。また、人口統計学的因子（年齢、教育、就業、婚姻）に
よって、心理的苦痛と現在喫煙の有無との関連に違いがあるかを解析した。男性では、50 歳以
上、配偶者ありの者で有意な関連を認めた。女性では、年齢を問わず有意な関連を認めたが、20-
49 歳の者は 50歳以上の者よりも高いオッズ比を認めた。 



 
成果 3：がん検診受診率については、重度の心理的苦痛を有する者、そうでない者ともに受診率
は経時的に上昇しているものの、受診率の差はそのままであることが明らかとなった[Fujiwara 
M, J Psychosoc Oncol Res Pract 2020]。喫煙率については、男性では 2007 年時点で生じてい
た重度の心理的苦痛を有する者とそうでない者との喫煙率の差が経時的に無くなり、一方女性
では喫煙率の差がそのままであることが明らかとなった[Higuchi Y, Psychiatry Res 2020]。 
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